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◆ 株式組入上位10業種 ◆ 株式組入上位10銘柄 （組入銘柄数：　242　）

1 電気機器 1

2 卸売業 2

3 輸送用機器 3

4 情報・通信業 4

5 銀行業 5

6 機械 6

7 化学 7

8 医薬品 8

9 小売業 9

10 建設業 10

※比率は純資産総額に対する比率です。 上位10銘柄合計

※比率は純資産総額に対する比率です。
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組入業種と組入銘柄

平素は弊社「PayPay投信AIプラス」をご愛顧いただきまして誠にありがとうございます。本レポートでは、当
ファンドの2023年度上半期の運用状況と組入銘柄の推移、運用の振り返りを行ないます。
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(円)

半期運用報告レポート（2023年4月～2023年9月）

PayPay投信AIプラス （基準日：2023年9月29日）

基準価額の推移／設定来
（2016年12月20日～2023年9月29日）

基準価額の推移／当期
（2023年4月～2023年9月末）

（2023年3月末を10,000として指数化）

（当期）

設定来および当期（2023年4月～2023年9月）のパフォーマンス推移

※当レポートにおいて、TOPIXとはTOPIX（配当込）を指します。

※基準価額は信託報酬等控除後の値です。基準価額は10,000口当たりで表示しています。参考指
標であるTOPIXの設定来は当ファンドの設定日（2016年12月20日）を10,000として指数化してお
ります。ファンドの騰落率(小数点第2位以下を四捨五入)は、税金、手数料等を考慮しておりませんの
で、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。また、データは過去の実績であり、将
来の運用成果等を保証するものではありません。

基準価額 16,585 円

純資産総額 128.0 億円

当期のファンド騰落率 +21.0 ％

当期のTOPIX騰落率 +17.3 ％
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パフォーマンスの振り返り（2023年4月~2023年9月）
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◼ 国内株式市場は、日本企業のガバナンス強化への期待感を受けた海外投資家の買いや、訪日旅行者
数の回復に伴うインバウンド需要の増加などを背景に6月にかけて上昇しました。その後は、米物価指標
の伸び鈍化や円安の進行などが好感された一方、米国の利上げ継続観測や政府機関の一部閉鎖へ
の懸念などが重石となり、9月末にかけて一進一退の展開となりました。

◼ 2023年4月～9月の基準価額のリターンは＋21.0％と、TOPIX（＋17.3％）を上回りました。米国
の金利上昇を受けて成長株が売られる一方、出遅れの景気敏感株や割安株が買われる中、PER（株
価収益率）で見たバリュエーションが割安な銘柄をオーバーウエイトしていたことがプラスに寄与しました。
個別銘柄では、堅調な業績の発表が好感された三菱重工業や、原油価格の上昇が買い材料視された
ＩＮＰＥＸなどを保有していたこともプラスに働きました。

◆TOPIXバリューおよびグロース、TOPIXの累積リターン（2023年4月～2023年9月）

◆プラス寄与上位銘柄の株価推移（2023年4月～2023年9月）（円） （円）

※起点を0とした累積リターン。TOPIXは配当含まず。
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当期のAI運用の振り返り

◼ AIの推奨と運用の内容について

◼ AIプラスで改善が進んだ点

期間 AIモデル判断 ポートフォリオの特徴 運用パフォーマンス

4月~5月 バリュー寄りの銘柄を強く推奨
好業績バリュー銘柄を
オーバーウエイト

好業績バリュー銘柄がプラス
に寄与し、TOPIXを＋
0.9％上回りました。

6月~7月 TOPIXからの乖離が小さい
中立的な銘柄を推奨

好業績バリュー銘柄を
オーバーウエイトからイン
デックス中立的なポート
フォリオに移行

引き続き一部のバリュー銘柄
がプラスに寄与し、TOPIXを
+0.9%上回りました。

8月~9月
主にTOPIXからの乖離が小さ
い中立的な銘柄を推奨しつ
つ、バリュー銘柄や高配当銘
柄も推奨

インデックス中立的な
ポートフォリオを維持し、
一部のバリュー銘柄など
をオーバーウェイト

銀行銘柄やバリュー銘柄がプ
ラスに寄与し、TOPIXを＋
1.5％上回りました。

内容 効果

リバランスタイミングの機動化による市場変化へ
の対応力の向上

月次リバランスからリスク許容度モニタリング指数が示す推
奨タイミングに合わせてリバランスを実施するように機動化
し、市場の変化に迅速な対応ができるようになりました。

流動性の高い銘柄の組み入れによる取引コス
トの低減

流動性の高い銘柄の保有ウェイトを調整することで、リバ
ランス時の取引コストの負荷が高くなりすぎないように考
慮されたポートフォリオを構築できるようになりました。

◼ 今後の課題

課題 内容

ポートフォリオのモニタリング強化
保有銘柄の状況をリアルタイムに監視・分析し、変化を自動的に検
知するシステムの構築を目指すなど、運用パフォーマンスのさらなる向
上に努めて参ります。

新たなAI運用戦略の検討
今後、内外の金融政策の変更などにより株式市場のトレンドが大き
く変化することも予想されます。異なる視点で機能するAI運用戦略
を開発することで、こうした変化への対応力の向上を目指します。

2023年4月～9月の基準価額のリターンはTOPIXを上回る結果となりました。当期間中、 AIは特にバ
リュー銘柄に焦点を当て、卸売業、鉄鋼、輸送用機器、銀行業などのセクターを積極的に推奨、適切なタ
イミングで投資を行ったことがパフォーマンスに寄与しました。
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購入単位 最低単位を１円単位または１口単位として販売会社が定める単位とします。

購入価額 購入申込受付日の翌営業日の基準価額とします（ファンドの基準価額は１万口当たりで表示しています）。

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。

換金単位 最低単位を１口単位として販売会社が定める単位とします。

換金価額 換金申込受付日の翌営業日の基準価額とします（ファンドの基準価額は１万口当たりで表示しています）。

換金代金 換金代金は、換金申込受付日から起算して５営業日目から販売会社でお支払いします。

申込締切時間 午後３時までとします。

換金制限 ファンドの資金管理を円滑に行なうため、換金の金額に制限を設ける場合があります。

信託期間 無期限です（2016年12月20日当初設定）。

繰上償還 受益権の口数が10億口を下ることとなった場合等には、繰上償還となる場合があります。

決算日
原則として、毎年５月10日および11月10日に決算を行ないます。なお、当該日が休日の場合は翌営業日と
します。

収益分配
原則として、年２回の決算日に、収益分配方針に基づいて分配を行ないます。販売会社との契約により分配金
の再投資が可能となります。

信託金限度額 １兆円とします。

課税関係

課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度（NISA）の適用対象であり、2024年1月1日以降は
一定の要件を満たした場合にNISAの適用対象となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
配当控除、益金不算入制度の適用はありません。

株価変動リスク
一般に、株式の価格は経済・政治情勢や発行企業の業績等の影響を受け変動しますので、当ファンドが組入れ
ている株式の価格が変動し、損失を被るリスクがあります。また、当ファンドは、信用取引を活用し、株式の売建て
を行なう場合があります。売建てた株式が値上がりした場合、基準価額が下落する要因となります。

株式先物取引による
運用に伴うリスク

株式先物取引の価格は、様々な要因（株価水準、政治・経済・社会情勢、金融・証券市場の動向、貿易動
向等）に基づき変動します。先物市場の変動の影響を受け、基準価額が下落し、投資元本を下回ることがあり
ます。

信用リスク
株式や公社債等の発行体が経営不安、倒産等に陥った場合、投資資金が回収できなくなるリスクがあります。ま
た、こうした状況が生じた場合、またそれが予想される場合には、当該株式等の価格は下落し、損失を被るリスク
があります。

流動性リスク 市場規模が小さく、取引量が少ない場合などには、機動的に売買できない可能性があります。

カントリー・リスク
発行国の政治、経済および社会情勢の変化により、金融・証券市場が混乱し、金融商品等の価格が大きく変
動する可能性があります。また、法制度や決済制度、政府規制、税制、送金規制等の変化により、運用の基本
方針に沿った運用を行なうことが困難になる可能性があります。

為替リスク
当ファンドにおいては、外貨建資産の為替変動リスクを低減するため、外国為替予約取引等を用いて為替ヘッジ
を行ないますが、想定したほどヘッジ効果があがらない場合があり、基準価額に影響を及ぼすことがあります。また、
為替ヘッジに伴うコストが発生し、基準価額に影響を及ぼす場合があります。

投資リスク

基準価額の主な変動要因について

当ファンドは、主として株式など値動きのある有価証券等（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）に投資
しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被り、
投資元本を割込むことがあります。当ファンドの運用による損益は、全て投資者の皆様に帰属します。なお、投資信託は預貯
金と異なります。当ファンドの基準価額の主な変動要因は以下の通りです。

＜主な変動要因＞

その他のご留意点

• 当ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の６の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
• 当ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境
が急変した場合等に、一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量
が限られてしまうリスクがあります。これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付けが中止と
なる可能性、換金代金の支払いが遅延する可能性があります。

お申し込みメモ

※基準価額の変動要因は上記に限定されているものではありません。
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■ 保有期間中に間接的にご負担いただく費用

運用管理費用
（信託報酬）

信託財産の純資産総額に年1.012％（税抜年0.92％）の率を乗じて得た額です。
委託会社、販売会社、受託会社間の配分および役務の内容については次の通りです。

配分（税抜） 役務の内容

委託会社 年0.42％ 資金の運用の対価

販売会社 年0.45％
運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供等の対価

受託会社 年0.05％ 運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価

上記の信託報酬の総額は、毎計算期末または信託終了のときに、信託財産中から支払われます。

その他の
費用・手数料

※手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

お客様にご負担いただく主な費用

委託会社その他関係法人

■ お客様に直接ご負担いただく費用

購入時手数料

購入申込受付日の翌営業日の基準価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が定める手数料率を
乗じて得た金額とします。
購入時手数料は、購入時の商品および投資環境に関する説明や情報提供、事務手続き等の対価として販売
会社にお支払いいただきます。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

信託財産留保額 ありません。

① 法定開示に係る費用、公告に係る費用、信託財産の監査に係る費用、法律顧問、税務顧問に対する報
酬等は、信託報酬の支払いと同一の時期に信託財産中から支払われます。

② 有価証券売買時の売買委託手数料、借入金の利息、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用、外貨建資産の保管等に要する費用、受託会社の立替えた立替金の利息等がお客様の保有期間
中、その都度信託財産中から支払われます。

※ 上記①および②の費用等については、運用状況等により変動しますので、事前に料率、上限額等を示すこと
ができません。

PayPayアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第387号 
加入協会：一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会

／ 一般社団法人第二種金融商品取引業協会 
信託財産の運用指図等を行ないます。

みずほ信託銀行株式会社
信託財産の管理業務等を行ないます。

募集・販売の取扱い、一部解約の実行の請求の受付ならびに収益分配金・償還
金・一部解約金の支払いの取扱い等を行ないます。

委託会社

受託会社

販売会社
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販売会社一覧①

お申込み・投資信託説明書（交付目論見書）等のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。

販売会社 登録番号 加入協会

株式会社福岡銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第7号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社熊本銀行 登録金融機関 九州財務局長（登金）第6号 日本証券業協会

株式会社十八親和銀行 登録金融機関 福岡財務支局長（登金）第3号 日本証券業協会

FFG証券株式会社 金融商品取引業者 福岡財務支局長（金商）第5号
日本証券業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

株式会社百五銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第10号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

百五証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第134号 日本証券業協会

株式会社伊予銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第2号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

四国アライアンス証券株式会社 金融商品取引業者 四国財務局長（金商）第21号 日本証券業協会

株式会社大垣共立銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第3号
日本証券業協会
一般社団法人 金融先物取引業協会

株式会社北洋銀行 登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社北洋銀行（委託金融商品
取引業者 北洋証券株式会社）*

登録金融機関 北海道財務局長（登金）第3号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社静岡銀行 登録金融機関 東海財務局長（登金）第5号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社千葉興業銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第40号 日本証券業協会

株式会社常陽銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第45号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社百十四銀行 登録金融機関 四国財務局長（登金）第5号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社群馬銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第46号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社イオン銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第633号 日本証券業協会

株式会社武蔵野銀行 登録金融機関 関東財務局長（登金）第38号 日本証券業協会

東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号

日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会
一般社団法人日本STO協会

株式会社京都銀行 登録金融機関 近畿財務局長（登金）第10号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社七十七銀行 登録金融機関 東北財務局長（登金）第5号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

七十七証券株式会社 金融商品取引業者 東北財務局長（金商）第37号 日本証券業協会

株式会社SBI新生銀行（委託金融
商品取引業者 株式会社SBI証券）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

株式会社SBI新生銀行（委託金融商
品取引業者 マネックス証券株式会社）

登録金融機関 関東財務局長（登金）第10号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

PayPay銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長（登金）第624号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

（お取扱い開始日順、お取扱い開始日が同一の場合、五十音順）
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運用状況説明資料

販売会社一覧②

お申込み・投資信託説明書（交付目論見書）等のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください。

（お取扱い開始日順、お取扱い開始日が同一の場合、五十音順）

当資料はPayPayアセットマネジメント株式会社が作成した運用状況説明資料（販売用資料）であり、金融商品取引法に
基づく開示書類ではありません。当資料は、信頼できると判断した情報に基づいて作成していますが、その正確性・完全性を保
証するものではありません。当資料中に記載している内容、数値、図表、意見等は資料作成時点のものであり、今後予告なく
変更することがあります。当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆ないし保証するものではありません。信託財産に
生じた利益および損失は、すべて受益者の皆様に帰属します。当ファンドの取得のお申込みに当たっては、販売会社から目論
見書等をお渡しいたしますので、必ず内容をご確認のうえお客さまご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。投資信
託は、預貯金や保険契約にはあたりませんので、預金保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、銀行
等の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は投資者保護基金の補償の対象ではありません。当ファンドは、課税上、株
式投資信託として取り扱われます。

本資料のご利用についてのご留意事項

販売会社 登録番号 加入協会

北洋証券株式会社* 金融商品取引業者 北海道財務局長（金商）第1号 日本証券業協会

株式会社中国銀行 登録金融機関 中国財務局長（登金）第2号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

十六TT証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第188号 日本証券業協会

株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第44号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

ＯＫＢ証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第191号 日本証券業協会

auカブコム証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第61号

日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第164号
日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号

日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号

日本証券業協会
一般社団法人金融先物取引業協会
一般社団法人第二種金融商品取引業協会
一般社団法人日本投資顧問業協会

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2251号

日本証券業協会／一般社団法人日本投資
顧問業協会／一般社団法人金融先物取引
業協会／一般社団法人第二種金融商品取
引業協会／一般社団法人日本STO協会
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